






に感謝の念を捧げたいと思います。

お よそ， いかなる学問体系でも， どのような専問領域でも， 20年の歳月を経

なければその評価 はむつかしいと思われますが， ェンジニアリングとサイエン

スの結合によって得られた混血児である数理工学科の卒業生が 数多く世に出て，

各方面の分野で活躍をしており， 数狸工学教室そのものも漸く成年に逹し， 数

狸工学の良さが次第に世間に認められるところに なったのであります。

もちろん，数雌工学科の評価がすべての面でよい とは云えず， 確かに工学部

の 学科として， 特定の対象をもたぬこともあって， 或は奇麗ととに甘んじるの

ではないかとの批判も耳にすることもあり， 数理工学教室に1対係するものとし

て， 常に自からも戒しめております。 しかし， 他方では， 数理工学科卒業生が

基礎的学問を修得， 如何なる業種の産業界に 出て も適応できる柔軟性をもち，

特に最近の梢報化， システム化の社会的趨勢に対応したソフトエンジニャリン

グの璽要性などの点において， 高い評価が得られていることは斜ば しいことだ

と存じます。

世の中の動きはますます流動的で激しさを加えており，価Iii'.(感の多様化と共

に複雑かつ大規模な問題が多数提起さ れております。 これには， ミクロからマ

クロの問題へとその解決の方法が要求され， 益々学際的領域の重要性が叫ばれ

ております。 この意味では， 数狸工学科に寄せられる期待は今後 ー1191増大する

ものと考えられ， 当教室がさらに発展することを祈念するものであります。
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